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1 はじめに

会計学では、伝統的に実施されてきた実験室実験に加え、2000年代以降はオンライン実験

が実施されるようになった（Brandonetal.,2013）。しかし、北米におけるオンライン実験の

数と比較して、日本においては、これまでオンライン実験は実施されてこなかったという背景

がある。また、実験経済学では、Pythonでプログラムを作成したoTreeによる実験が実施さ

れはじめている（Chenetal.,2016;後藤、2018）。そこで本研究では、クラウドソーシング・

サービスを使用して一般人の実験参加者をオンライン上で募り、oTreeでプログラムを作成し

た公共財ゲームというシンプルなゲーム理論実験を実施することによって、会計コンテクスト

の有無が実験結果に及ぼす影響を検証した。

実験の結果、公共財ゲームの貢献額、意思決定理由の自由記入の長さおよび学年について、

会計コンテクストの有無は実験結果に影響は無かった。これらの結果は、コンテクストの有無

は、ゲーム実験の意思決定に影響を与えないことから、ゲーム実験を実施する実験者は、コン

テクスト無しまたはコンテクスト有りのどちらを選択しても問題が無いということを示唆して
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いる。

本研究の貢献は、会計学研究においてクラウドソーシングおよびoTreeを用いて実験を実

施した初めての研究であること、oTreeによるクラウドソーシング実験において会計コンテク

ストの有無が実験結果に影響しないということを発見したこと、実験で得られたテキストデー

タを分析し、意思決定理由についての記述の難易度が実験結果と関連していることを初めて提

示したことである。

2 先行研究と仮説

2.1 実験社会科学研究におけるコンテクストの有無

会計における実験研究は心理学を基盤とするものと経済学を基盤とするものが存在し、先行

研究では心理学を基盤とするものが主流であると示されている（Libbyetal.,2002;上枝・

田口、2012;上枝、2012;田口、2012;田口、2013）。

ここで、実験をデザインする際に、会計のコンテクスト（文脈）を入れるか否かという論点

がある。会計のコンテクストを入れるべきであるという見解によると、会計のコンテクストを

入れてこそ会計研究足り得るという（山地、2008）。一方、会計のコンテクストを入れるべき

ではないという見解によると、経済学における実験室実験と同様に、実験室では中立的な用語

を使用し、現実世界とは異なる人工的な環境を構築することが推奨されている（Bergetal.,

1990）。他の社会科学領域に目を向けると、実験経済学では、実験参加者の意思決定が報酬に

連動する必要があるという優越性の要件があるため、伝統的な実験室実験では、コンテクスト

無しの実験が行なわれてきた（Smith,1976）。しかし、近年では、フィールド実験や質問紙

実験にみられるように、コンテクスト有りの経済実験も行なわれている（HarrisonandList,

2004）。また、政治学においては、政策提言や制度構築の観点から、実験にコンテクストを入

れた方が良いという見解がある（清水・遠藤、2013）。

このように、コンテクストの有無については様々な見解があり、リサーチ・ギャップが存在

する。そこで本研究では、コンテクストの有無によって、実験参加者の意思決定が異なるか否

かというリサーチ・クエスチョンについて、クラウドソーシングを用いたoTreeによるオン

ライン実験によって検証した。

2.2 会計学における社会的ジレンマ研究および公共財ゲーム

公共財ゲームは、社会的ジレンマ状況を表現したゲームであり、1対1で行なわれる囚人の

ジレンマ・ゲームをn人に拡張したゲームである。会計学では1990年代から社会的ジレンマ

状況の研究が行われており、財務会計、管理会計、監査論、税務会計、会計教育、行動会計な

どの分野で研究の蓄積がある。しかしながら、これまでそれらの文献の総合的な分析はなされ

てこなかった。そこで、本研究では、まず、会計の主要学術雑誌に掲載された文献を中心に先
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行研究のテキスト・データをテキストマイニングの手法を用いて分析し、会計学における社会

的ジレンマ研究の特徴を論じる。

社会的ジレンマ研究に関連する文献収集の具体的な手続きは、2017年5月6日にGoogle

Scholarにて［accounting］を含む学術雑誌を対象に［socialdilemma］という2連語を検

索してヒットした文献を収集した。上記プロトコルによる検索の結果、53件の書誌情報がヒッ

トした。次に、ScimagoJournalRank（SJR）が対象としている学術論文を収集した。その

過程で、重複している文献、書籍、学位論文を除外した。その結果、38本の文献が分析対象

となった。なお、これらの中には、引用文献にのみ社会的ジレンマという2連語が登場する文

献も含まれていることに注意を要する。分野別の内訳は、管理会計13本、監査論11本、会計

教育5本、行動会計4本、財務会計3本、税務会計2本である。管理会計の文献が多い理由は、

組織に所属する個人が自らの利益を追求するか、それとも組織の利益を追求するか、という組

織内における社会的ジレンマ状況に関心があるからである。その次に多い分野である監査論に

ついては、監査の品質を決定するプレイヤーである会計事務所が、自らの利益を追求するのか、

それとも他社も含めた業界全体の利益を追求するのか、という監査業界内における社会的ジレ

ンマ状況に関心があるからである。会計教育の分野では教員が個人の利益を追求するのか、そ

れとも部局全体の利益を追求するのか、という視点で分析されている。

2.3 先行研究のテキストマイニング

本研究では、テキストマイニングの手法を用いて上記38本の文献を分析する。まず、分析

の前処理として、入手したPDFファイルからテキスト情報を抽出した。本研究では、なるべ

く幅広い部分を分析対象に含めるという方針のもと、本文、タイトル、著者名、要旨、セクショ

ン名、脚注、付録、を全文献のPDFファイルから抽出した。図表、数式、図表の脚注は技術

的な理由から分析対象から除外した。

本研究で用いる分析手法は、1）共起語のカウント、2）形態素解析を実施したうえでの名詞

のカウント、3）Termfrequencyinversedocumentfrequency（以下、TF-IDF）による重要

語の探索、4）N-gramのカウントによる重要語の探索、である。各手法の概要は次のとおり

である。

1）共起語のカウントとは、ある特定の単語と共起する単語を集計することによって、特定

の単語の前後でどのような単語が使用されているのかを把握することである。本研究では、前

後3単語を抽出し集計している。2）形態素解析を実施したうえでの名詞のカウントとは、形態

素解析により文章を品詞ごとに分解し、その中から名詞のみを抽出し、各名詞の数をカウント

することである。各名詞をカウントすることによって、収集した文献群の中でどのような単語

が多く使用されているのかを把握することができる。3）Termfrequencyinversedocument

frequency（TF-IDF）による重要語の探索とは、TF-IDFを計算することによって重要語を探

会計コンテクストの有無が実験結果に及ぼす影響：クラウドソーシング・オンライン実験による検証（廣瀬・後藤） 3
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表1 ジレンマにかんする共起語（抜粋）
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注）図1は、［dilemma］という単語の前後3つの共起語の結果を示したものである。回数は、当該単語の出現回数（回）を表わ
している。

出所）筆者作成。



索することである。TF-IDFは、各文書における名詞の出現回数（Termfrequency;TF）に、

何個の文書に当該名詞が出現したのかを示す文書の出現回数（Documentfrequency;DF）の

逆数を掛けて計算した。TF-IDFは、会計分野におけるテキスト分析の一般的な分析手法とし

て確立されている（LoughranandMcDonald,2016）。4）N-gramのカウントによる重要語

の探索とは、連語の出現回数をカウントすることによって、単語レベルでは分からなかった重

要語を探索することである。本研究では、2連語を意味する2-gramsの出現回数をカウント

する。

［dilemma］という単語の前後3つの共起語の結果を示したものが表1である。

表1によると、［dilemma］の1語前で最も多く出現している単語は［social］の76回であ

る。これは、社会的ジレンマへの言及が多いということを示している。次に登場回数が多い単

語である［s］は38回カウントされており、それを単独で見ると理解が容易ではないが、2語

前の単語を見ると解釈が可能になる。すなわち、［dilemma］の2語前に［prisoner］が36回

登場していることから、これは、囚人のジレンマ（prisoner・sdilemma）を指していると解釈

することができる。2人が協力するか非協力するかという囚人のジレンマ状況をn人に拡張し

たものが社会的ジレンマ状況であることから、囚人のジレンマにかんする言及が多いのであろ

う。また、［dilemma］の後ろの単語に目を向けると、最も多く出現しているのは、［game］

の14回である。第3位の［games］8回と合わせると22回となり、他の単語よりも相対的に

多く出現している。これは、社会的ジレンマの理論がゲーム理論にもとづいているという理由

が考えられる。ゲーム（game）の他に注目すべき単語は、社会的ジレンマという概念を提唱

したDawes（dawes,3回）や、設定（setting,3回）、状況（situation,3回）、実験（experi-

ments,2回）などである。特に、実験という方法論が共起語として観測された点は、社会的

ジレンマ研究の方法論の特徴を示していることから注目すべき点である。

形態素解析を実施したうえでの名詞のカウントの結果をワードクラウドの形で表したものが、

図1である。

図1では、出現回数が多い名詞を大きく表示し、出現回数が少ない名詞を小さく表示してい

る。分析の結果、監査（audit）、会計（accounting）、研究（research）、情報（information）、

グループ（group）、品質（quality）、行動（behavior）、参加者（participants）などの名詞

の出現回数が多いということがわかる。監査（audit）および品質（quality）という単語の多

さから、社会的ジレンマ研究は、監査論の文脈で議論されることが多いということがうかがえ

る。監査人（auditor）という名詞も比較的多く出現していることからも、会計における社会

的ジレンマ研究では、相対的に監査論という分野が重要であるということがわかるだろう。単

純に文献の本数のみを数えると管理会計は13本であり、監査論の11本よりも多い。しかしな

がら、文献の文字情報を分析すると管理会計の専門用語は多く観測されず、逆に監査論の専門

用語が多く観測されるという結果となった。また、方法論に目を向けると、行動（behavior）
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および参加者（participants）という単語が多いことから、会計における社会的ジレンマ研究

では行動会計学にもとづいた実験という手法が重視されている可能性が高いことが明らかになっ

た。具体的には、社会的ジレンマ状況を表現したオリジナルの実験や公共財ゲームの実験を実

施している文献が存在した（Grantetal.,1996;GrantandFogarty,1998;Colettietal.,

2005;TaylerandBloomfield,2011など）。このように、名詞のカウントの結果から、会計に

かんする社会的ジレンマ研究における監査論の重要性と実験研究の重要性が示唆された。

TF-IDFによる重要語の探索の結果を示したものが、表2である。

会計コンテクストの有無が実験結果に及ぼす影響：クラウドソーシング・オンライン実験による検証（廣瀬・後藤） 7

図1 名詞の出現回数のワードクラウド

注）図1は、形態素解析を実施したうえでの名詞のカウントの結果をワードクラウドの形で表したも

のである。出現回数が多い名詞を大きく表示し、出現回数が少ない名詞を小さく表示している。
出所）筆者作成。
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注）表2は、TF-IDFによる重要語の探索の結果を示したものである。
出所）筆者作成。



会計コンテクストの有無が実験結果に及ぼす影響：クラウドソーシング・オンライン実験による検証（廣瀬・後藤） 9

表3 N-gram（2連語）の上位30

注）表3は、N-gramのカウントによる重要語の探索の結果（回）を示したものである。
出所）筆者作成。



表2によると、監査（audit）、クライアント（client）、AICPA（aicpa）、監査人（auditors）、

品質（quality）、実験（experiment）などの単語が上位10単語に入っており、監査に関連す

る単語や、実験という単語が重要語であることが明らかになった。この結果は、単純に名詞を

カウントした上述の結果と整合的である。

N-gramのカウントによる重要語の探索の結果を示したものが、表3である。

表3によると、最も出現回数が多い2-gramsは、監査の品質（auditquality）の369回で

ある。その他にも、ピアレビュー（peerreview）、監査法人（auditfirms）、継続企業の前提

（goingconcern）など、監査論にかんする連語が上位にあることがわかる。また、コントロー

ル・システム（controlsystem）や組織変更（organizationalchange）などの管理会計にか

んする連語も上位にランクインしている。この結果は、サンプル内に監査論や管理会計の文献

が多かったこととも整合的である。また、24位には実験経済学（experimentaleconomics）

がランクインしており、社会的ジレンマ問題にかんする実験研究は実験経済学をベースにした

ものであることがわかる。この事実は、行動科学をベースとした心理実験が多くを占める実験

会計学の分野において、社会的ジレンマ研究は少数派である実験経済学をベースにしている珍

しいタイプの研究領域であることを示唆している。すなわち、会計学における社会的ジレンマ

研究を実施する際に、ゲーム理論にもとづいた実験経済学の手法を用いて検証されてきたこと

を物語っている1）。

2.4 仮説の設定

社会的ジレンマ状況を表現した公共財ゲームの仕組み自体は、実験経済学であっても、会計

学であっても、同様のゲームとなっている（Camerer,2011;Grantetal.,1996）。したがって、

実験参加者は、ゲームのルールを正確に理解している状況においては、貢献額の意思決定に差

がないと考えられることから、次の仮説を設定する。

・仮説1:会計コンテクストの有無によって、公共財ゲームの貢献額は変わらない。

また、公共財ゲームの貢献額を決めた理由の記入について、実験参加者にとって、会計コン

テクスト無しのゲームと、会計コンテクスト有りのゲームが、同一のものと捉えられていると

仮定すると、実験参加者が記入する文章の長さと難易度についても差がないと考えられること

から、次の仮説を設定する。

・仮説21:会計コンテクストの有無によって、貢献額の決定理由にかんする文章の長さは変

わらない。
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・仮説22:会計コンテクストの有無によって、貢献額の決定理由にかんする文章の難易度は

変わらない。

また、コンテクスト無し条件の公共財ゲームにおける貢献額の意思決定について、男性は女

性より貢献額が高いというBrown-KruseandHummels（1993）と、女性は男性よりも貢献額

が高いというNowellandTinkler（1994）に従い、次の仮説を設定する。

・仮説3:コンテクスト無し条件における実験参加者の性別は貢献額に影響を及ぼす。

3 方法

3.1 実験参加者

実験は、筆者の所属機関の研究倫理審査委員会による審査および承認を経たうえで、2019

年1月から2月にかけて、オンライン上のクラウドソーシング・サービスであるYahoo!クラ

ウドソーシングを用いて行なった。実験の手順は、タスク掲載画面のインフォームド・コンセ

ントに同意した実験参加者が、oTree上の実験インストラクションに進んでコンテクスト無し

条件またはコンテクスト有り条件の数値例を読む、理解度チェックに回答する（正解すると次

の画面に進める）、意思決定を行なう、意思決定の理由説明を記入する、人口統計的属性を尋

ねる事後調査に答えるという流れである。タスク掲載画面はYahoo!クラウドソーシングで作

成し、それ以降はoTreeでプログラムを作成した。謝金は1タスク当たり12ポイントをTポ

イントで支払った。実験参加者は、コンテクスト無し条件が199人、コンテクスト有り条件が

200人、の合計399人であった。

3.2 実験デザインと操作

本研究では、実験インストラクションに価値中立的な用語を用いた公共財ゲームであるコン

テクスト無し条件と、会計コンテクストを含んだ公共財ゲームであるコンテクスト有り条件を

比較する1×2の被験者間実験を採用した。公共財ゲームのパラメータは、3人1組、初期保

有量100、貢献額を2倍、という想定のもと、0100の貢献額について1人意思決定を行なう

という方式を採用した。コンテクスト有り条件では、Grantetal.（1996）を参考に、公認会

計士が監査にどの程度の労力を提供するかという状況を設定している。事後調査では、年齢、

性別、フルタイム勤務の実務経験年数、「あなたは公認会計士監査という仕事を知っています

か？（良く知っている、少し知っている、あまり知らない、全く知らない）」という4段階の

主観的な監査既知尺度を収集した。

仮説1については貢献額を、仮説21については文字数を、仮説22については学年を、
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それぞれウェルチのt検定によって検証する。また、仮説3については、貢献額の決定要因を

分析するため、リーダビリティ無しの（1）式およびフル・モデルの（2）式を設定する。

Contribution・ ・0・・1Context・Gender・・2Age・・3Work・・4Audit ・1・

Contribution・ ・0・・1Context・Gender・・2Age・・3Work・・4Audit

・・5Grade・・6Length ・2・

各変数の定義は次のとおりである。Contributionは貢献額であり、公共財ゲームにおける

貢献額の大きさである（0 100のスケール）。Contextはコンテクスト有り条件を1、コンテ

クスト無し条件を0とするダミー変数である。Genderは女性を1、男性を0とするダミー変

数である。Ageは年齢、Workはフルタイム勤務の実務経験年数、Auditは会計監査に対する
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表4 両条件における各変数の記述統計量

注）表4パネルAは、コンテクスト無し条件における、各変数の記述統計量である。貢献額は、
公共財ゲームにおける貢献額の大きさである（0 100のスケール）。文字数は、意思決定理
由記入欄の文字数の長さである。学年は、意思決定理由記入欄の回答が何年生レベルの難易
度で記述されているかという変数である（小学1年＝1から中学3年＝9）（柴崎・玉岡、
2010）。年齢は、実験参加者の属性である年齢を、実務経験年数は、フルタイムでの実務経
験の年数を、監査既知尺度は、会計監査に対する自己申告の知識の程度であり、「あなたは
公認会計士監査という仕事を知っていますか？」という質問に対する回答「良く知っている＝
4、少し知っている＝3、あまり知らない＝2、全く知らない＝1」を表わしたものである。
表2.パネルBは、コンテクスト有り条件における、各変数の記述統計量である。各変数の
内容は上述のコンテクスト無し条件と同様である。

出所）筆者作成。



自己申告の知識の程度であり、「あなたは公認会計士監査という仕事を知っていますか？」と

いう質問に対する回答「良く知っている＝4、少し知っている＝3、あまり知らない＝2、全く

知らない＝1」を表わした主観的な監査既知尺度である。Gradeは意思決定理由について記入

した文章の難易度が何年生レベルであるかを表わしたものである（学年；小学1年＝1から中

学3年＝9）（柴崎・玉岡、2010）。Lengthは意思決定理由について記入した文章の長さ（文

字数）である。

4 結果

公共財ゲームにおける会計コンテクストの有無について、貢献額の実験結果を表わしたもの

が表5パネルAである。

仮説1を検証するためにウェルチのt検定により、コンテクスト無し条件における公共財ゲー

会計コンテクストの有無が実験結果に及ぼす影響：クラウドソーシング・オンライン実験による検証（廣瀬・後藤） 13

表5 公共財ゲームにおける会計コンテクストの有無についての実験検証

注）表5パネルAは、各条件における主要な意思決定変数である貢献額を比較検証したもので
ある。貢献額は、公共財ゲームにおける貢献ポイントの大きさである（0100のスケール）。
表5パネルBは、各条件における意思決定変数である文字数を比較検証したものである。
文字数は、意思決定理由記入欄の文字数の長さである。
表5パネルCは、各条件における意思決定変数である学年を実験により比較検証したもの
である。学年は、意思決定理由記入欄の回答が何年生レベルの難易度で記述されているか
という変数である（小学1年＝1から中学3年＝9）（柴崎・玉岡、2010）。

出所）筆者作成。



ムの貢献額58.392と、コンテクスト有り条件における公共財ゲームの貢献額59.849を比較し

た結果、統計的な有意差はみられず、さらに効果量も小さいことから、仮説1は支持された2）

（t＝ 0.51,df＝395.59,p＝0.610,d＝ 0.05,両側）。

公共財ゲームにおける会計コンテクストの有無について、意思決定理由について記入した文

章の長さについての実験結果を表わしたものが表5パネルBである。仮説21を検証するた

めにウェルチのt検定により、コンテクスト無し条件における意思決定理由の文字数である

17.211文字と、コンテクスト有り条件における意思決定理由の文字数である19.500文字を比

較した結果、統計的な有意差はみられず、効果量も小さいことから、仮説2 1は支持された

（t＝ 1.12,df＝396.76,p＝0.264,d＝ 0.11,両側）。この結果は、実験参加者らは会計コン

テクストの有無によって意思決定理由に記入した文章の長さが変わらないことを示唆しており、

会計コンテクストによってゲームの仕組みは大きく変わらないと解釈することができる。

公共財ゲームにおける会計コンテクストの有無について、意思決定理由について記入した文

章難易度の実験結果を表わしたものが表5パネルCである。仮説2 2を検証するためにウェ

ルチのt検定により、コンテクスト無し条件における意思決定理由の学年である5.944年（お

おむね小学6年レベル）と、コンテクスト有り条件における意思決定理由の学年である6.326

年（おおむね小学6年レベル）を比較した結果、統計的な有意差はみられず、効果量も小さい

ことから、仮説22は支持された（t＝ 1.17,df＝394.31,p＝0.244,d＝ 0.12,両側）。この

結果は、実験参加者らは会計コンテクストの有無によって意思決定理由の文章難易度が変わら

ないことを示唆しており、会計コンテクストによってゲームの仕組みは大きく変わらないと解

釈することができる。

公共財ゲームにおける貢献額について、その決定要因の分析結果を表わしたものが表6であ

る。

仮説3を検証するため、重回帰分析により（1）式および（2）式を検証した。分析の結果、

リーダビリティ無しモデルである（1）の女性ダミーの係数が統計的に有意な負の値を示して

いる（p＜0.05）。これは、コンテクスト無し条件の女性の貢献額が低いことを意味することか

ら、コンテクスト無し条件において男性は女性より貢献額が高いというBrown-Kruseand

Hummels（1993）の結果と整合している。また、リーダビリティの変数である文章の学年と文

字数を加えたフル・モデルである（2）においても、女性ダミーの係数が統計的に有意な負の

値を示している（p＜0.10）。このように、コンテクスト無し条件においては、性別が貢献額に

影響を及ぼしていたことから、仮説3は支持された。この結果は、実験者は、会計コンテクス

トが無い実験を実施する場合は、性別が結果に及ぼす影響を考慮したうえで実験を計画する必

要があることを示唆している。具体的には、実験時に性別のデータを取得し、分析時には性別

を統制するという対応が必要となるであろう。ただし、会計コンテクストが有る実験の場合で

あっても、性別による影響が出る可能性は排除できないことから、行動会計学の先行研究に従
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表6 貢献額の決定要因分析

注）***p＜0.01;**p＜0.05;*p＜0.10。上段の数値は推定値を、下段の（ ）
内は、95％信頼区間を示している。貢献額は、公共財ゲームにおける
貢献額の大きさである（0 100のスケール）。コンテクストは、コン
テクスト有り条件を1、コンテクスト無し条件を0とするダミー変数
である。女性ダミーは、女性を1、男性を0とするダミー変数である。
年齢は実験参加者の年齢を、実務経験年数はフルタイム勤務の実務経
験年数である。監査既知尺度は、会計監査に対する自己申告の知識の
程度であり、「あなたは公認会計士監査という仕事を知っていますか？」
という質問に対する回答「良く知っている＝4、少し知っている＝3、
あまり知らない＝2、全く知らない＝1」を表わしたものである。学年
は意思決定理由について記入した文章の難易度が何年生レベルである
かを表したものである（学年；小学1年＝1から中学3年＝9）（柴崎・
玉岡、2010）。文字数は、意思決定理由について記入した文章の長さ
（文字数）である。

出所）筆者作成。



い、性別にかんするデータは取得することが望ましいと考えられることに留意を要する。なお、

フル・モデルについては、学年の係数が統計的に有意な正の値を示している（p＜0.01）。これ

は、学年と貢献額が関連していることを示唆している。しかし、関連があると認められるもの

の、因果の解釈については慎重に検討すべきである。すなわち、難しい文章を書く実験参加者

の貢献額が高いのか、それとも、高い貢献額を決定した実験参加者が難しい文章を記述したの

かは、本研究からは推測することができない。この点については、今後の検討課題である。し

かし、実験の意思決定理由についてのリーダビリティにかんするテキストマイニングは、先行

研究では検証されてこなかったことから、この発見事実は本研究の貢献のひとつであるといえ

るだろう。

これらの分析結果は、会計コンテクストの有無は、ゲーム理論実験の意思決定に影響を与え

ないことから、会計分野においてゲーム理論実験を実施する実験者は、コンテクスト無しまた

はコンテクスト有りのどちらを選択しても問題が無いということを示唆している。ひいては、

会計という複雑なコンテクストを排除した中立的な用語を使用したとしても、会計分野におい

てクラウドソーシングを用いたオンライン実験を遂行することが可能であることを示唆してい

る。ただし、性別は実験結果に影響を及ぼす可能性があることから、性別のデータは最低限取

得するべきであろう。

5 おわりに

本研究では、クラウドソーシングを用いたオンライン実験の会計研究への適用可能性を探求

し、会計コンテクストの有無が公共財ゲームの実験結果に及ぼす影響を検証した。これまで実

験室実験で行われてきた公共財ゲームを、クラウドソーシングを用いたoTreeによるオンラ

イン実験の形式で検証を行なった結果、公共財ゲームの貢献額、意思決定理由の文章の長さお

よび難易度について、会計コンテクストの有無は実験結果に影響は無かった。これらの結果は、

コンテクストの有無は、ゲーム理論実験の意思決定に影響を与えないことから、会計分野にお

いてゲーム理論実験を実施する実験者は、コンテクスト無しまたはコンテクスト有りのどちら

を選択しても問題が無いということを示唆している。

本研究の貢献は、会計学研究においてクラウドソーシングおよびoTreeを用いて実験を実

施した初めての研究であること、oTreeによるクラウドソーシング実験において会計コンテク

ストの有無が実験結果に影響しないということを発見したこと、実験で得られたテキストデー

タを分析し、意思決定理由についての記述の難易度が実験結果と関連していることを初めて提

示したことである。

今後、会計学研究においても、オンライン上で取得したビッグ・データを分析するというオ

ンライン実験研究や、オープンデータとの組み合わせによる複合的な研究の増加が見込まれる

であろう。
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注

1）なお、社会的ジレンマ（social dilemma）という連語は 76回出現し、20位であった。社会的ジレン

マに関連する研究を収集したにもかかわらず、それよりも出現回数が多い連語が 19も存在したという

事実は、社会的ジレンマという単語自体が会計および監査研究の文脈においてメジャーな用語として認

識されていないということを示唆している。

2）t検定の結果として記載している効果量については、厳密には Hedges’s gであるが、dとして記載さ

れることが一般的であるため、本研究でも dと記載している（水本・竹内、2010）。
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Context effect of accounting experimental results:

Evidence from crowdsourcing online experiment

Yoshitaka Hirose and Akira Goto

Summary

This study aims to explore the applicability of oTree online experiments using

crowdsourcing to accounting research. We examined the influence of the existence

of accounting context on the experimental results of public goods games. As a

result of verifying the public goods game conducted in a laboratory experiment

through online experiment, the presence or absence of accounting context was

found to have no effect on the experiment result. This suggests that no compli-

cated context is required to apply online experiments using crowdsourcing to

accounting research.


